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発行責任者
議長　小西和実

議会広報委員会
委員長　竹内淳子　　副委員長　村中　容　　委員　田中助一　中村雅代　小林一広　小渕　晃　小西和実

日時　　　10月29日　日曜日
　　　　　18：30～20：30
場所　　　公民館講堂　役場３階
選挙を経て、新体制の議会活動につ
いてご報告いたします。
町民の皆さんと自由闊達な意見交換
の場にしたいと思います。
ご都合をつけてご参加ください。

「議会報告会」

 開催します

暑い夏もそろそろ終わりを告げ、実りの季節
を迎えました。秋の味覚を求める多くの来訪者
で町も賑わいをみせています。気候変動に戸惑
うことがありますが、この豊かな自然を守って
いきたいものです。
９月議会は決算審議が主な議題でした。各議
員が決算をどう評価したかを町民の皆さんにお
知らせしました。決算結果が来年度の予算につ
ながります。議会報告会や懇話会を企画し、皆
さんのご意見やご要望を議会にお聞かせ頂く機
会をつくってまいります。また、今号では小布
施町を支える町民グループに取材をさせていた
だきました。ありがとうございました。今後も
町民の皆さんと一緒に考える議会活動をお伝え
してまいります。

議会活動がわかりやすく伝わる議会だよりを
つくるため、８月25日に全国町村議員会館で行
なわれた、令和５年度　町村議会広報クリニッ
クに参加しました。
小布施町議会だよりに参考になることが様々
にありました。今回は小布施町議会はクリニッ
クを受けませんでしたが、高評価をもらえる議
会だよりをつくり来年度はクリニックを受けた
いと思います。

＜議会広報委員会＞

議会運営委員会では、10月２日に宮田村議会
と飯田市議会に視察研修で伺いました。目的
は、小布施町議会では、現在は予算決算特別委
員会ですが、常任委員会にする事を検討してい
る為、既に実施している議会への視察です。

＜議会運営委員会＞

委員会報告

宮田村議会にて天野議長と議場にて

町村議会広報クリニックの様子

ボランティアグループ「おぶせっこ応援隊」が運営して
いる「おぶせっこ食堂」参加の子どもたちです（皇大神社）

議会だより 114
2023.10.20
発行 長野県小布施町議会
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一般質問特集 特集

町債は減、基金は増
　令和4年度決算では歳入歳出ともに令和
３年度決算に比べ、わずかに減額となりま
したが、財政の健全化を示す普通会計（水
道事業会計を除く一般会計と特別会計）の
健全化判断比率も基準をクリアしていて、
財政状況がよいことを示しています。また、
普通会計における町の借金にあたる町債の
残高は約26億円、同じく町の貯金にあたる
基金残高は約28億円と近年で初めて基金が
借金を上回りました。現時点で町の財政は

　新型コロナウィルスが猛威を振るい新型
コロナウイルスワクチン接種事業だけで約
7千万円を支出しながらも、一般会計で多
額の黒字（約6億9,573万）となった令和４
年度決算。
基金残高が町債残高を上回り、財政状況は
極めて良い状況となりました。しかし、今
後、公共施設の更新費用の問題など、決し
て安心できる状況ではありません。決算に

財政は良好
令和4年度決算　　貯金が借金を上回る！

千円

令和４年度　一般会計決算額
歳入	 72億609万276円（前年度比2.1％減）
歳出	 64億5,184万4,916円（前年度比0.5％減）
差し引き額	 7億5,424万5,360円
令和5年度に繰り越す額　5,850万7,000円
実質収支額	 6億9,573万8,360円

基金と町債のバランスもとれ、財政状況は
良好な状況となっています。
　また、令和元年の台風災害、同じく令和
元年から続く新型コロナウイルス感染症対
策により、翌年度に繰り越す繰越額が毎年
1億円を越していましたが、令和4年度は
5,850万円余となり半減していることから
　繰越による次年度事業への影響も少なく
なっていることが、うかがわれます。

よって明らかになる財政の今の状況と課題
について検証します。
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一般質問特集 特集

令和4年度決算
監査委員はこう見る

視点１　堅実かつ順調
な財政運営
　普通会計の財政指標、
基金の増などの状況か
ら概ね堅実かつ順調な
行財政運営が行われて
いる。

視点2　職員の業務負担の軽減を
　行政は広範かつ複雑多様化し、業務量は
増加している。役場職員の業務遂行に対す
る真面目さ、懸命さ、熱意、真摯で誠実な
態度に感心する。一方、長時間労働の状態
化に伴う適切な健康管理は十分にできてい
ない。

視点3　職場環境等の課題改善が急務
　労務管理上・人事管理上、業務分担や職
員配置の見直し、職員不足の改善、職員間
のコミュニケーション向上など職場環境等
の課題の改善・解決が急務である。職員が

健康であることが健全で
堅実な行財政運営につな
がる。

職員の負担は高水準
　令和の時代と平成の時代を比較してみま
すと、職員一人当たりの決算歳出額は、上
記の図のように1千万円ほど増加したまま
であることが分かります。職員が同じ様に
負担が増えているとは考えにくく、人に
よってはさらに多くの負担となっているこ
とも想像できます。人事面における長期的
な対策が必要です。

人口減少時代への準備を
　現状は非常にバランスの取れた財政状況
ですが、不安な要素もいくつか挙げられて
います。
　一つは人口減少の時代が始まっているこ
とです。今後、人口の減少に伴い税収が減
少し、財政規模が縮小していきます。
　二つ目に「小布施町公共施設等総合管理
計画」によると建設施設とインフラ施設を
将来にわたって単純に更新していくと、40
年間で約444億円が必要になると試算され、
毎年11億円もの経費が必要となることで
す。
　財政規模が小さくなり公助の力が弱くな
る時代が来る可能性があります。これから
の小布施町を考える上で、豊かな社会を保
つためにも、互いに助け合う「共助」の力
が大切になってくると考えます。
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職員一人あたりの一般会計決算額（歳出）
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関　悦子　監査委員

持田　宏　代表監査委員
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一般質問特集 特集

一緒に楽しみませんか
　最近は、コロナの影響で交流が制限され、大
変苦労しました。イベントがなくなり会の財政
的にも苦しい状況ですが、34人の会員で楽しく
活動しています。
とにかく人との絆が大切、子供との交流もあ

り、先方の特産品を仕入れることで支援につな
がります。行政の支援を当てにせず、自分たち
の手で交流を通じた支援を行い、交流先の相手
の喜ぶ顔、仲間の楽しんでいる顔を見ると力が
湧いてきます。土日の活動が主ですので、皆さ
んのご参加を待っています。

行政が行う「公助」中心の社会から、
お互いを助け合う「共助」を加えた
社会への転換の時期を迎えています。
人口減少が予測される中、身近な人

同士が少しの力を出し合い、より良
い社会を構築いていく、そんな先駆
けとなる方々の活動をご紹介します。

左：会長　小林 均さん
（横町）
「屋台の焼きそば

などお客さんがお

いしいと言ってく

れるのがやりがい

です」

右：副会長　根岸由明さん
（福原）
「交流や人との付き合い、

祭り・イベントが大好きです」

　最初はイベントへの参加をきっかけに結
成された「彩時屋」が起源のいいだん会。
いいだん会に名前が変わってからも既に30
年くらい経っているそうです。高井鴻山記
念館の駐車場「幟の広場」でイベントを行っ
たのをきっかけに、総合公園にある舞台で
映画会なども行ったそうです。
　現在では熊本の宮原町（現氷川町）、三重
の朝日町、北海道のニセコ町との交流を中
心とした「わらしべ市」、震災支援をきっか
けに岩手県の大船渡市と交流を行っていま
す。地域のおいしいもの、例えば宮原町は
みかんなどの柑橘類、朝日町のハマグリ、
ニセコの乳製品、大船渡のサンマなどを小
布施の皆さんに紹介、販売されています。
　例年六斎市会場で「大船渡絆市」を開催、
焼きサンマ焼きホタテなども販売されてい
ますが、今年はサンマやカキなど海産物を
事前に注文を取っての販売となります。

左：実行委員長　古幡孝典
（中野市）
「東日本大震災の時、現地へ

2回行きました。人

の絆が大切」

右：副実行委員長　
黒崎紀彦　（六川）
「人との縁、会のメ

ンバーが大好きです」

左：事務局長　関谷啓次
（中扇）
「ライフワークなのでコロナで

交流ができなくて寂しくて…」

交流を通して地域支援

小布施いいだん会
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一般質問特集 特集

会長　中西静子さん
　　　　　　　　（押羽）
「社協主催の共助の勉強会に出

席したのがきっかけでえべさの

会に参加しました。現行の福祉

支援の枠に入らないけれど移動

支援を必要としている方の力に

なりたい」

副会長　矢島篤さん
　　　　　　　　（中町）
「社協のボランティアでドライ

バーをしていたのがきっかけで

す。移動支援の際の保険や、家

族の同意など取り組むべき課題

がまだまだあります」

運営委員　眞田英子さん
　　　　　　　　　　（中町）
「社協主催の傾聴ボランティア

へ参加していたのがきっかけで

した。移住者なのでまだ知り合

いが少ない状態。えべさの会の

活動を通して新しい仲間と出会

えたえら嬉しいです」

運営委員　小渕　浩平さん
　　　　　　　　　　（伊勢町）
「町の公式LINEをみて参加しま

した。仕事柄移動支援の大切さ

はよく知っています。ボランティ

アする側も社会へ参加すること

ができやりがいを感じます」

　町や社協の呼びかけに応えて、昨年10月
から協議を重ねてきた「えべさの会」。
　年齢や障がいの重さなど様々な理由で、
町のタクシー利用助成事業や社協の移動福
祉サービスの対象ではないけれど、外出す
るのが困難な（フレイルゾーンの）方のお
出かけや交流を支援する為に、ボランティ
アの会として組織されたそうです。
　移動手段が限られて思うように外出でき
なくなると、人と触れ合う機会も少なくな
り、家にとじこもりがちになったり、通院
や買い物などにも困ってしまいます。そん
な移動外出・付き添い支援が必要な方を、
お手伝い出来る会にしたいそうです。
　会員数はインタビュー時点で20名程です
が、本格的な活動に向けてボランティアの
登録会員を募集されています。人を乗せて
安全に運転するための技術を学ぶために、
社協主催の「移動外出支援ドライバー養成
講座」も開催され、安心してボランティア
に参加することができます。
　11月には、利用者とボランティア会員、
みんなでお出かけするイベントも企画され
ているそうです。

共助のチカラで外出支援

お問い合わせ
　小布施町社会福祉協議会
　電話：026-242-6665
　Mail：o-shakyo@stynet.home.ne.jp
　担当：伊藤、戸井田

町政の主役は町民であることを皆さんが実感できることが大切

小さな町小布施には町民の共助のチカラが必要不可欠です
小布施町議会はその為の窓口の役目を果たし町と議会がチカラ
を合わせて町民の皆さんが活躍できる環境を整えて行きます
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えべさの会

議会のオモイ
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それぞれの「採点」と

議員独自の「視点」の

違いにぜひ注目を！

乱雑になっている歴史民
俗資料館の展示替えの予定
は 町の活動を報道機関と連

携し情報発信が必要では。
町でも各報道機関と連携

トレーニングセンター前
に「防災倉庫（128万円）
を新設。各自治会へ「災害
時の資材備蓄用・交付金」

職員一人当たりの決算額
は増加している。職員負担
の見解は。
中長期的に検討し、任期

618万円の予算の内訳と
町民への公表の予定は。
弁護士３人の調査料１人

※町有財産の総量縮小等を
推進するためファシリティ
マネジメント推進会議が設
置済みであり、事前に資料
要求を行いつつ、検討経過
等を問う。

子ども教室推進事業費放
課後児童クラブ費の人件費
が使われていない。令和５
年度予算には計上されてい

久保田守彦議員の視点視点 山﨑博雄議員の視点視点

小渕　晃議員の視点視点

田中助一議員の視点視点

中村雅代議員の視点視点

寺島弘樹議員の視点視点

竹内淳子議員の視点視点

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

9595 9090

9090

8585

8080

7070

8585

点 点

点

点

点

点

点

業務の多さを実感。
決算書の数字の誤入力が気
になるところ。

決算の歳入歳出差引額は令
和に入り大幅に伸びており
地方債残高も減少傾向を示
し健全財政を維持されたこ
とを評価する。

地震、千曲川・松川の氾濫
等の災害対策と、備蓄品の
準備を。

財政的に健全な状況となり
満点。職員負担が増、この
点が減点。

職場環境改善調査「第三者
による委員会」の町民への
公表を！

行政財産の長年に亘る借地
料に係る課題解決への取
組。

健全財政に評価。
決算後の事業評価を充分行
い予算にいかされたい。

人員不足で中々着手が
困難。まずは整理からはじ
めたい。 して紙面等に載せていただ

くようにしています。

の有効活用は。
自治会役員の皆さんに、

ご理解いただくようにして
まいります。

付き職員も含めしっかり住
民サービスが提供できる人
員体制を確保します。

198万円、交通費、ヒアリ
ング調査費ですご遺族の承
諾を得られたら考えます。

新たに4800万円余の膨
大な借地料が毎年継続支出
されているがどう考えるか
引き続き当推進会議で重

点的に検討します。

ないが人材が不足している
現状に来年度はどう対処す
るか
６年度には計上します。

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」
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「令和４年度予算」の事業の成果を、各議
員がそれぞれ徹底チェック。決算審議を通
して判断した「令和４年度」の点数と評価
は？

予算時からの
　注目事業、成果は

決算はズバリ！

平均8585 点

小中学校では「Eライブ
ラリ」を導入しているが、
他自治体では「スタディサ
プリ」への移行事例も増え

一級河川松川の堤防・安
全性は。
台風19号より安全性につ
いて、令和２年度より河川

炭化事業においていくつ
もの課に役割分担。
連携を取り行っていく。
水道事業会計で井戸ポン
プ動力費が2011年の2.000
万円から約倍になってい

遊休農地が前年に比して
増加したが、その要因は。
農地所有者の高齢化、亡

３月予算には不参加なので
決算審議と捉えている。
予算執行率の是非をコロナ
禍のせいにはできません。
インフラ修繕の積立金・義

村中　容議員の視点視点 福島浩洋議員の視点視点

小林一広議員の視点視点 関　良幸議員の視点視点

小倉　繭議員の視点視点

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

決算は
ズバリ！

9090 9090

8585 8080

？？

点 点

点 点

点

職員はハードな環境の中結
果を出した。
職場環境改善が急務

コロナ禍での決算。心配し
たが総体的に充分な合格点
をつけたい。

コロナ禍ではあるが、積極
的な先行投資も必要。

農業立町を標榜する町なら
ではの積極的な農業振興策
が必要不可欠。

Save money for a rainy 
day
老朽化インフラ修繕費積
立、義務教育は削れない

ている町の考えは？
町でもICTを活用した学

習の重要性を認識しており
情報の収集に勤めます。

の強化・補強を進めてお
り、現在も進めておりま
す。

る。行政内で自然エネル
ギーの活用で動力費節減
は。
今後は考えていく必要が

あります。

くなられた方の後継者の不
在等が要因と思われます。

務教育の質向上への長期展
望が要される歳出を優先。
町長直下で決まるような一
部町民が喜ぶ補助金等の質
と活動実績に注目

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」 予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

予算時から注目してきた項目「ここを聞いた」

次
の
ペ
ー
ジ
は
議
決
結
果
の
報
告
で
す
。
各
議
員
の
判
断
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！

関　悦子議員は監査委員の
ため、決算質疑は行ってい
ません。

「決算では終わらせない！」
令和６年度予算へいかす
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一般質問議決結果

〇：賛成　　×：反対　　小西議長は、可否同数の場合のみ議決に参加します

議決日：８月７日 議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

　　　　　　　　　　　　議員名

議案名等　　　　　　　　　　　　

議決
結果

田
中
助
一

村
中
　
容

山
崎
博
雄

小
倉
　
繭

久
保
田
守
彦

竹
内
淳
子

関
　
良
幸

寺
島
弘
樹

中
村
雅
代

福
島
浩
洋

小
林
一
広

小
渕
　
晃

関
　
悦
子

小
西
和
実

議案第８号
の修正案

令和５年度小布施町一般会計補正予算
に対する修正案

修正案
否決 × × × ○ × ○ × × × × × × × －下記の議案第８号に対し、総合文化祭第60回記念事業と

してＮＨＫ交響楽団ライブ配信する予算の部分を削る
案。全体方針や不明瞭な計画であること等が理由。小倉
繭議員、竹内淳子議員２名で提出。

議案第８号 令和５年度小布施町一般会計補正予算
原案
可決 ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －長野県事業の価格高騰特別支援金の交付、低所得世帯の

子育て支援特別給付金の支給などを柱とした一般会計の
補正予算案。

議案第３号 小布施町心身障害児福祉年金条例の一
部を改正する条例 原案

可決 × ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
心身障害児に対して支給される年金の支給日を年２回か
ら年１回に変更する条例改正案。

議案第８号に対し、議員２名が修正案を提出
しました。予算の一部を削る案となりますが、
修正が出た場合は、最初に修正案から議決する
ことになります。修正案が否決されたときの
み、原案（最初に提出された議案）に対して議
決します。今回は、修正案は否決、原案が可決
されました。

議案第８号　一般会計補正予算解説①

議案第３号は、６月会議に提出された議案で
す。６月会議の委員会で審議しましたが、条例
の対象となる受給者がこの改正を知らないなど
問題があり、まだ審査する前段階であることか
ら継続審査とし、町に対応を促しました。
受給者に対する謝罪文の送付やアンケートの
実施などを行ったことから審査を開始したもの
です。結果は、賛成多数で可決しました。

議案第３号　小布施町心身障害児福
祉年金条例の一部を改正する条例解説②

陳情第１号は、健康保険証を継続してほしい
と、町議会が国に対し意見書を送る陳情です。
委員会で審査した時は、「趣旨採択」となりま
した。これはずっと継続するところは否定する
内容の趣旨採択です。
表にある本会議では、この委員長報告のとお
りで良いか議決しますが、賛成少数で趣旨採択
は否決されました。次に健康保険証を継続する
という原案を採決します。これは賛成多数で採
択となりました。
次に意見書を国に送るか採決するのですが、
意見書の原文に「当分の間」という文言を追加
して委員会は提出し、それは可決となりまし
た。

陳情第１号　「健康保険証」の存続に
関する意見書の提出を求める陳情書解説③

令和５年　８月会議結果

議決結果の解説

解説②

解説①
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一般質問議決結果

〇：賛成　　×：反対　　小西議長は、可否同数の場合のみ議決に参加します

議決日：９月22日 議席番号 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14

　　　　　　　　　　　　議員名

議案名等　　　　　　　　　　　　

議決
結果

田
中
助
一

村
中
　
容

山
崎
博
雄

小
倉
　
繭

久
保
田
守
彦

竹
内
淳
子

関
　
良
幸

寺
島
弘
樹

中
村
雅
代

福
島
浩
洋

小
林
一
広

小
渕
　
晃

関
　
悦
子

小
西
和
実

議案第13号 令和５年度小布施町一般会計補正予算
可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度決算を受け、主に繰越金を財政調整基金へ積
立て、残りの繰越金で修繕を行う補正です。

議案第15号 令和５年度小布施町後期高齢者医療特
別会計補正予算 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

主に予備費を財源として広域連合への納付金を収める補
正です。

議案第18号 令和４年度小布施町一般会計歳入歳出
決算認定　　（２、３ページ） 認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度の一般会計決算を認定するものです。

議案第20号 令和４年度小布施町後期高齢者医療特
別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和４年度の後期高齢者医療特別会計決算を認定するも
のです。

陳情第１号
（趣旨採択）

「健康保険証」の存続に関する意見書
の提出を求める陳情書 委員長

報告
否決

○ × × × × × × × × × ○ × ○ －健康保険証を存続することを国に求める意見書を提出し
てほしいとする陳情について委員会では、趣旨採択とし
ました。この採決を良いとするかどうか諮ったものです。

陳情第１号 「健康保険証」の存続に関する意見書
の提出を求める陳情書 原案

可決 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × －
委員会の決定が否定されたことで、再度、原案で議会の
採決を行ったものです。

発委第３号 「健康保険証」の存続を求める意見書 委員会
意見書
可決

○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ －
改めて、委員会の提出した意見書案について採決したも
のです。

審議した結果、賛否の分かれた議案

９月会議結果
議決日：９月22日

議案名等

議案第14号 令和５年度国民健康保険特別会計補正予算

令和４年度決算を受け、主に繰越金を財政調整基金へ積み立
てる補正です。

議案第16号 令和５年度小布施町介護保険特別会計補正
予算

令和４年度決算を受け、主に繰越金を介護給付費準備基金へ
積み立てるほか、令和４年度負担金の確定に伴い国等へ返還
金を支払う補正です。

議案第17号 令和５年度小布施町農業集落排水事業特別
会計補正予算

令和４年度決算を受け、繰越金を予備費に充てる補正です。

議案第19号 令和４年度小布施町町国民健康保険特別会
計歳入歳出決算認定

令和４年度の国民健康保険特別会計決算を認定するものです。

議案第21号 令和４年度小布施町介護保険特別会計歳入
歳出決算認定

令和４年度の介護保険特別会計決算を認定するものです。

議案名等

議案第22号 令和４年度小布施町下水道事業特別会計歳
入歳出決算認定

令和４年度の下水道事業特別会計決算を認定するものです。

議案第23号 令和４年度小布施町農業集落排水事業特別
会計歳入歳出決算認定

令和４年度の農業集落排水事業特別会計決算を認定するもの
です。

議案第24号 令和４年度小布施町水道事業会計利益の処
分及び決算認定

令和４年度の水道事業会計決算を認定し、事業会計の利益に
ついて処分方法を議決するものです。

議案第25号 令和４年度小布施町道路線の認定

令和４年度事業で施工した町道を認定するものです。

議案第26号 小布施町教育委員会委員の任命

教育委員会委員に藤沢洋平氏（飯田）を任命する議案です。

審議した結果、全員賛成した議案

次
の
ペ
ー
ジ
は
一
般
質
問
で
す
。

解説③



10 今月号から音声データをQRコードで読み取れるようになりました！

一般質問

門職登用）の制度導入。
⑹�　ＲＰＡ等を含め事務効率化に伴う人的・財
政的資源の質の向上の新たな取組は。
①
報告書は、ご遺族のご意向も確認した

うえで公開範囲を決定し、町のホームページで
公表予定です。再発防止策等具体的取組は町報
などで発信予定です。
②
⑴�「小布施町職場環境・働き方改革推進本部」
を設置し、町長を本部長とした取組を推進し
ていきます。職員の健康状況等の把握は、衛
生委員会での共有、個別面談の勧奨や実施等
で行ってきており、上司や衛生管理専門職と
の面談により組織的な対応ができるよう努め
ています。
⑵�時間外勤務縮減への取組を積極的に行う管理
職を能力評価としていく提案については、組
織風土をより良い方向に変革していくうえで
検討すべきものと考えます。「人材育成基本
方針」の改定に併せ検討してまいります。
⑶�職員体制のあるべき姿を定め、外部人材や有
期雇用の専門職も柔軟に採用します。
③
⑴�貴重な税金の運用や事業成果も十分に検討
し、町民のご意見等に対応していきます。
⑵⑶評価制度の課題に対し、外部講師による研
修実施や、内部での人事評価委員会開催による
評価差の未発生への工夫等、改善が進んできて
いまると考えています。
⑷�女性管理職がゼロという状況は課題ですが、
能力や適性を踏まえ登用決定されるものと考
え、強制力のある形は検討していません。登
用比率目標や登用の阻害要因、改善策の検討
を進めていきます。
⑸検討していきます。
⑹�業務マニュアルの全庁的な整備を重点的に進
め、職員の業務負担の軽減、行政サービスの
拡充等につなげていきます。

町が惹起した事態の重さから、かつ高
額な公金の支出も踏まえ、きちんと対面

で住民に説明すべきと考えますが、如何。
対面での住民への説明機会については
検討していきます。

令和４年７月第２回会議において
6,602千円を補正計上し、今回、再発防

止等に向けた提言報告書として取りまとめ、一
方、小布施町議会は、既に令和５年３月24日　
議会報告第14号で最終報告をしたところです。
第三者委員会報告が議会側に概要版であるこ
と、更には小布施住民には町・理事者からの会
見や説明の機会が、この報告書の作成契機と
なった一連の状況に対し、未だ一切なされてい
ません。令和２年度から３年度、職員３名が自
死に至った事態の諸事案を受け、かつ、貴重な
一般財源6,602千円の費消と併せ、町側の対応
等に疑問を感ぜざるを得ません。小布施町住民
等への説明責任が当然にあると考えます。
①�　議会側へは「概要」のみですが、小布施町
住民等への説明機会は。
②�　時間外勤務削減に向けた業務改善等改めて
具体的取組について伺います。
⑴�　時間外勤務の縮減、職員の健康管理を目的
とした組織対応の場の設置等は。
⑵�　時間外勤務の実態、各職員の業務状況の進
行管理等について管理職として把握すべき能
力評価について。
⑶�　単に職員数の増を視野に入れるのではな
く、外部人材の活用や任期付職員の雇用等、
有為な人材の配置運用が必須。如何。
３　職場環境等の改善について
⑴�　桜井町長が前例踏襲で「お役所仕事」では
ないかと思う事務事業の有無。
⑵�　仕事の成果が適切に評価されているという
実感の反映として制度上の最大の措置は人事
評価制度です。改善すべき点は。
⑶�　評価者研修による評価スキルの向上策。
⑷�　クオータ制の全庁的導入。
⑸�　人事の固定化等に伴い、人事の複線化（専

寺島弘樹議員

Q A

Q A

Q A

Q A

「小布施町役場職員の自死等に係る調査・検
証のための第三者委員会報告書の概要」は

桜井町長
町報での発信、対面での住民への
説明機会検討する
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一般質問 一般質問

現在、国や他の自治体等において給食
費の無償化を検討・実施をしているが、

小布施町でも給食費の無償化の検討状況はどの
ようになっているのでしょうか。
現在、町では給食費の補助として児童生徒一
人当5,000円の補助を支出していますが、早急
な対応する手立てとして、補助金の引き上げを
行う必要があるのではないでしょうか。
学校給食費の公会計制度の導入を、文科省の
通達や保護者の利便性等から行う考えは。

給食費無償化について、国ではまだ、
具体的な方針を示していません。町で

は、無償化により５千万円弱の予算が必要にな
り、慎重に議論を進める必要があります。学校
給食費補助金の引き上げについても、様々な意
見を聴く中で検討していきます。
公会計制度については、会計部署等と協議す
る中で対応を考えます。

台風19号災害に係る被害及び新型コロ
ナ対策により、令和元年度決算から大幅

に歳入歳出総額が伸びています。災害等の関連
事業が落ち着くなかで、予算規模はどのように
推移していくのか。また、町の予算規模はどれ
位が適正規模と考えているのか伺います。
２点目の質問として、財調基金、大規模建設
資金及びふるさと応援基金の積み立てにより、
一般会計全体の積立金は34億円を超える基金残
高となり、過去最高額になると予想されます。
今後、基金を活用する中で、計画的に事業を執
行する必要があるのではないでしょうか。今後
の基金使途に伴う、事業計画について伺います。
３点目の質問として、繰越明許費繰越額は、
令和に入り台風19号災害復旧及び新型コロナ対
応により、大きな金額になっています。繰越額
もコロナ対策等が落ち着く中で減少しなければ
ならないが、繰越事業が多額の金額になってい
ます。今後の繰越事業の考え方について伺いま
す。

山﨑博雄議員

Q A

Q A

Q A

令和４年度一般会計決算の状況は
益満企画財政課長

持続可能な財政運営に努めていく
ことが重要と考えます

１点目の質問の予算規模については、
今後の社会経済予測や町の特性・状況に

基づき調査研究を行う中で、持続可能な財政運
営に努めていくことが必要と考えます。
２点目の基金残高については、一般的には財
政調整基金は標準財政規模の10～20％が適正と
いわれていますが、将来の財政リスクに備え、
一定額を確保する必要があります。その上で、
教育や福祉の充実、産業の振興など地域の課題
解決や町の活性化に資する施策に活かすことが
必要と考えています。
３点目の繰越明許費については、コロナ対
策、物価高騰や資材の納期遅れなどが要因とし
て繰り越されていますが、令和５年度以降も翌
年度以降に影響が生じないように努めていきま
す。

学校給食費の無償化の動向は
藤沢教育次長

国や他自治体の動向を注視しなが
ら保護者負担の在り方を考えます

Q A
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一般質問 一般質問

地域や学校において、多様な子どもた
ちに多様な居場所が用意されていること

は、子どもたちがこの社会に受け入れられてい
る感覚、人との繋がりをもちやすくなり、健や
かに成長していくうえで重要なことであると思
います。子どもたちの状況と今後の子どもたち
の居場所を更に充実させるための町の考えにつ
いてお伺いします。
令和４年度の欠席日数が30日以上の児童生徒
数、中間教室の状況・充実させる必要事項、、
子ども教室、放課後児童クラブの登録・環境・
改善の必要事項、町内の子育て支援活動グルー
プとの連携状況、外遊びを中心にするプレイ
パークなど居場所の充実について伺います。

●令和４年度に30日以上欠席は、小学校
４年生で３人、５年生１人、６年生１

人、中学校１年生６人、２年生10人、３年生８
人です。（病気以外）
●中間教室は北斎ホール２階集会室、月曜日か
ら金曜日の午前９時から12時開所。現在小学生
１名利用しています。開所時間の延長、活動を
支える複数の人材を確保、支援の内容の充実が
必要と考えています。
●子ども教室登録児童は一般104人活動36人、
放課後児童クラブは144人登録しています。
●課題としてスタッフの拡充が急務、運営を外
部委託することも含めて検討を進めていきま
す。
●７月に親子ゆうゆうサークルや、不登校のお
子さんをお持ちであった保護者さんと意見交換
会を行いました。
●居場所について、コミュニティースクールの
役員との話し合いなどもあるので、プレイパー
クを含め、実現可能なことがあれば来年度に向
け教育委員会としても関わっていけるか検討を
します。

全ての町民が行政サービスを円滑に受
けられるよう周知方法を充実する必要が

あると考えます。
現在、町公式ホームページなどで各種情報の
周知はされていますが、ホームページをみるこ
とに慣れていない方やパソコンを扱えない方々
も多くいます。紙ベースでの情報の入口を整え
る必要があると思います。
現在の周知方法、給付事業情報が届いていな
かった事例があったか？また、「障がい者（児）
福祉のしおり」など対象者がわかる方々へのお
知らせ、サービスの担当課の電話番号やデジタ
ル情報への紹介などが書かれた住民サービスの
冊子をつくり全戸配布する考えはあるか伺いま
す。

●公式ホームページ、ライン、フェイス
ブック、町報、同報無線で発信している

が抜け落ちがないか、心配がある。必要な紙資
料はホームページを印刷してお渡しするなど対
応を改めていきます。またデジタル化の推進
は、欠かせないことのではじめてのスマホ教室
の開催など対応を進めています。
●給付事業情報が届いていなかった事例は無
かったと考えているが、十分に情報が行き届い

竹内淳子議員

Q A Q A

Q A

Q A

住民への給付事業内容の周知充実
を
永井健康福祉課長

役場入口のインフォメーションコーナーの充
実、必要な紙資料は積極的にお渡しします

子どもたちの居場所の充実を
山﨑教育長

人材確保、資質向上に努めます

ているか不断の見直しが必要、改めて留意し事
務執行にあたります。
●対象者がわかる方々にはお届けし、相談時に
は資料を示して説明し積極的にお渡しします。
役場入口を整理して資料をおきます。

放課後元気に遊ぶ小学生
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一般質問 一般質問

県では、昨年度、県の全機関に対し跡
地の利活用の照会を行ったが、県庁内で

は利活用の意向はなかったとのこと。このため
県は県住跡地の処分方法等を検討するため、本
年６月、県の建築住宅課から町及び町内の公共
的団体に利活用意向確認の照会がありました。
町ではファシリティマネジメント（ＦＭ）推
進会議（副町長を責任者に町の課長で構成され
た会議）の場で利活用について確認をしたとこ
ろこれまで同様、現時点でも町として活用する
予定はないが、今後ＦＭ推進会議で議論を進め
ていく上で、町公共施設の複合、集約化による
移転候補地の可能性として検討できるため、結
論には至っていないが、公共施設建設候補地と
して県に回答しました。
また、議員から提案いただいた地域の声をお
聞きするため、昨年９月から開催した町政懇談
会の場で、ご参加の皆さんから意見等を伺いま
したが、特に意見等はありませんでした。

松川住宅跡地は県によって優良企業を
招致していただくのが最良の活用と考え

ていたが残念です。町が土地を購入をして、あ
の場所に公共施設を建設をしても利便性からも
かなりの問題があります。
また、「松川県営住宅」の跡地が、町の公共
施設建設地として活用されるのは、何年後にな
るのか予想もつきません。すでに跡地には雑草
が繁茂してきました、数年後には雑草と雑木が
覆われた荒廃地になり、有害鳥獣の住みかに
なってしまいます。近隣の皆さんに新たなご迷
惑をお掛けすることがないよう責任を持って対
処されることを望みます。

用地の購入は面積が広いのでかなりの
価格になると思われますが、県では意向

調査の回答を踏まえ関係機関と情報共有を図り、
土地の処分方法を検討していくとのことです。
町では公共施設建設用地として実際に活用で
きるかはファシリティマネジメント（ＦＭ）推
進会議で充分に検討をしていきます。

松川県営住宅は、昭和44年に松川の堤
防沿いに43戸が建設されました。当時は

日本経済の高度成長期と団塊の世代の結婚適齢
期ということもあり、住宅不足に大きく貢献を
してきました。
しかし、50年という歳月を経て、県営住宅の
建物は老朽化し、新たな入居者も少なく空き部
屋が多くなり、令和２年の春にはその役目を終
えました。
建物は解体・撤去され、令和４年の春には跡
地は整地をされ白い採石が敷かれ、次のステー
ジに移ってきました。
昨年の３月会議の一般質問で松川県営住宅の
跡地は、今後どのように活用されるのかを伺い
しました際に、「松川県営住宅の跡地はまず県
の各部門への活用の照会をし、県の各機関で活
用の希望がない場合は小布施町へ、小布施町も
希望しない場合は、ＮＰＯ法人などの公共団体
に、照会をしていきます。いずれもない場合は
一般競争入札で売却されます」との回答でした
が、現在の進捗状況は。

小渕　晃議員

Q A

Q A

Q A

Q A

「県営松川住宅跡地」の有効活用
を
益満企画財政課長

現時点で活用予定ないが将来の「町の公共
施設建設候補地」と、県に回答しました

雑草が繁茂してきた松川県住跡地
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一般質問 一般質問

えは、ございますか。
②当町は度重なる水害の歴史と共にあり、そ
の影響で村々が新に編成され現在の小布施町を
形成しています。古文書等から抜粋した江戸期
から明治にかけての水害の一覧が存在していま
す。これを当該副読本に加える事により、いか
に多くの災害があったのかを実感する事が出来
ると思います。より充実した内容に改定するお
考えはございますか。

小学校３年生では、社会科の単元で航
空写真や土地の様子を、副読本で確認を

しています。
４～６年生では、総合的な学習の時間や社会
科の授業で、小布施町の偉人について、副読本
で確認をして学習をしています。
中学校では、これまで副読本を使用した経過
はないとのことですが、今後、必要に応じて、
「総合的な学習の時間」で調べ学習等に活用で
きるか、学校としても検討してまいります。
水害の一覧につきましても、災害のみなら
ず、治水対策についても併記するなど、次回の
改定の際には掲載について、検討をさせていた
だきたいと思います。

当町には「ふるさと小布施　栗と北斎
と花の町」と題される小布施町教育委員

会編集の小中学生に向けての副読本が2007年よ
り発行されております。小布施町の農業、産
業、を含め町の運営、そこで働く方々の役割、
私達の生活がいかに多くの仕組みに支えられて
いるのかを学習できる様に仕上がっておりま
す。また歴史、文化に関しても縄文時代からは
じめ、文化の発展に寄与した方々の活躍にも触
れ、子供達がより多くの分野に興味が持てるよ
う構成されています。大変充実した内容に仕上
がっておりますが、残念ながらこの副読本は余
り授業に活用されておりません。当該副読本を
もっと学習に生かし大人になっても記憶に残る
副読本とするべきだと考えます。
また、当該副読本でも若干触れられておりま
すが、当町は古より松川、千曲川の氾濫によ
り、度重なる水害に見舞われております。その
水害の中で現在より粗末な道具を用い忍耐強
く、粘り強く復興に立ち上がって来た庶民であ
る先人の方々の姿も子供達に学んで欲しい。決
して順風満帆な歴史ではない中、先人達はこの
町を造り上げて来ました。現在の街並みを改め
て違った視点で捉える事の出来る感性を養い、
より郷土に誇りを持って頂きたいと考えます。
①子供達が小布施町について深く学び、より
小布施町に誇りを持って実社会に進んで頂きた
いと思います。当該副読本を通し、一人でも多
くまちづくりに貢献したいと思える人材が育成
され当町が益々発展して行くために、当町の小
中一貫教育の主旨に沿って当該副読本を小中学
生の授業のカリキュラムに取り入れて頂くお考

久保田守彦議員

Q A
Q A

副読本「ふるさと小布施栗と北斎と花
の町」の授業への取り入れのお考えは

藤沢教育次長
学校として副読本の活用を検討し
ていきます
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一般質問 一般質問

小布施町議会では、令和５年度の予算
において農商工連携小布施町「現代の湯

治場」プロジェクト交付金100万円の修正案を
可決しました。
町内栗菓子製造業者と町内のきのこ園、町外
企業等との共同研究の「アカエンドウ皮、栗鬼
皮のブナシメジ培地の活用実験」に50万円
「栗鬼皮、渋皮から抽出されるエキスによる
土壌改良、樹木活性剤、鮮度保持剤としての実
証実験」に50万円。計100万円に対し、農商工
の連携であるが行政の行う事業ではなく企業の
行う事業であるとの判断から100万円を減額。
これは「現代の湯治場」事業とは判断できず

「現代の湯治場」の字句を削除して修正しまし
た。
「現代の湯治場」は町長が町長選挙に立候補
するときの公約で町民に対する約束です。
桜井町長は、この修正案をどのように受け止
め、今後自分の公約である「現代の湯治場」事
業をどのように進めていくのか。

「現代の湯治場」との関連性に対し検
討が不十分でありました。

検討を重ねるうちに、小布施町を思う町民の
皆様の協働、連携によって小布施町の魅力がつ
くられ、結果100万人を超える観光客が訪れる
地となったと気づかされました。「現代の湯治
場」の意味するものが分かりにくいとご指摘を
頂いており、より分かりやすい目標として「つ
ながりを感じられるまちづくり」として取り組
んでまいります。

令和５年６月会議において重点対策加
速化事業で、町のゼロ・カーボン達成に

向けての事業に対して「小布施ふるさと応援基
金」を44,344,000円自己資金として繰り入れて
います。
小布施町の農家は、ここのところ毎年と言う
ほど遅霜等凍霜害の被害を受けて不安定な収量
に経営を苦しめられております。また、農水省
の予測では近い将来益々農業従事者が減少して
いきます。小布施町の食の文化を守るためにも
農業、農家を行政として支えていく時代になっ
たと感じております。
①ふるさと納税の総額と基金残高は。
②農業分野での納税額は。
③農業分野で獲得したふるさと納税の一部を農
家への補助金として還元できないか。

①②は、下記参照。
③凍霜害、水不足、高温被害、遊休農地

問題、農業後継者の確保、支援、農産物ブラン
ド保持、土地改良施設等の維持更新等農業に関

小林一広議員

Q A
Q A

Q A

Q A

小布施ふるさと応援基金をもっと
農家へ還元を
宮崎産業振興課長

農業分野における積極的な活用を
検討

予算で修正された町長の公約に対
して町長の対応は

桜井町長
「つながりを感じられるまちづく
り」として取り組んでゆく

する課題は山積。
農業分野に対し、農業委員会やＪＡ等と協議
し積極的に活用を検討していく。
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一般質問 一般質問

の再エネ調達や発電余剰のある地域とも積極的
に連携を図っていきたいと考えています。⑷目
標達成に向けた住民の皆さんへの周知は今年度
の予算で具体的な取り組み内容・目標を記載し
たパンフレットや全戸配布を予定しています。
⑸バイオ炭化設備について、装置が一時停止し
ておりましたが、農家の皆さんの協力により、
剪定枝も軽トラで約93台分、６トン程回収でも
今後生産したバイオ炭を販売するなど生産技術
の蓄積を進めていきます。またフラワーセン
ターのバイオマスボイラー資源燃料にも活用す
る予定です。⑹ゼロ・ウェイスト（ゴミを出さ
ない町）に於いても生ゴミを町内の４飲食店に
ご協力をいただき、これを原料に良質な堆肥生
産に取り組んでおり、一部の農家さんへ配布も
しています。今後、販売方法等についても研究
を進めていきます。

2030年（平成12年）に町の温室効果ガ
ス排出量削減目標は50％とし令和４年５

月に環境政策「小布施町環境グランドデザイ
ン」を策定し①ゼロ・カーボン（温室効果ガ
ス）50％削減、②ゼロ・ウェイスト（ゴミを出
さない町）30％削減、③リサイクル率50％以
上、とし広域連携や地域内で資源活用の割合を
90％以上を掲げている。質問は⑴今年2023年
（令和５年）は削減目標値の、どの程度と考え
ているか、⑵達成のために2024年～2030年まで
各年度ごとの目標設定は、どの様に考えている
か、⑶今後、県や広域連合、近隣市町村とは連
携が必須、どの様に調整して進めていくのか、
⑷目標達成に向け今後、町民への周知は、数値
目標は、⑸いよいよ本格始動するバイオ炭化事
業の展望は、⑹ゼロ・ウェイスト（ゴミを出さ
ない町）生ごみ堆肥化の現在の進捗状況は。

質問の⑴⑵⑶については、目標達成に
向けて、主要な排出源である㋑電力使用

による排出削減30％、㋺車等の移動分野の排出
削減30％、㋩灯油、ガス等の熱利用の脱炭素化
による20％削減が必要であると考えていますが
取り組み内容が多岐にわたるため、㋑の電力使
用の削減について、答弁をします。まず目標に
向かって町有施設や一般住宅向けの太陽光発電
の設置を推進します。現在、町内の約600軒の
住宅に設置されていますが、目標達成には、更
に2030年までに1300軒（毎年200軒程度）の住
宅に設置することが必要です。目標達成を目指
して国の交付金等を活用し、皆様へのＰＲをし
ていきます。また県や広域連合、近隣市町村と
相互調整を行い、このための補助金や町外から

福島浩洋議員

Q A

Q A

我が小布施町の環境対策は
大宮総務課長

町の温室効果ガス排出量削減、ま
ずは電力使用の削減を優先に

生ゴミの堆肥生産の取り組み

CO2削減に期待されるバイオ炭化設備
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一般質問 一般質問

町のごみステーションの補助基準（外
観、周囲への配慮、対象戸数や面積、費用の助
成等）について伺います。

補助の基準は概ね次のとおりです。

・�外観は「住まいづくりマニュアル」などを踏
まえ田園風景を活かす景観に配慮を
・�一定の駐車スペースの確保できるように
・�水洗いができるようにコンクリートの打ち出
しなどを用いるように
・�15㎡100世帯を標準規模
・設置費用の助成は250万円
・�なお、増設の場合、近隣の小規模ごみステー
ションとの統合など大型化をお願いしたい

ごみの量を減らす取組は

ごみのポイ捨てや不法投棄の実態は

令和４年度の取扱件数は21件で不法投
棄防止指導員による通報は16件ありました。

・�タイヤ、家具類、冷蔵庫、農薬、消火器、
スキー板など
・�発生場所は、河川敷、土手、道路、山林、
耕作放棄地農地、

ごみ減量化推進事業の進捗状況は

・家庭の剪定枝回収のチップ化による無
償配布の継続・実証実験として生ごみの堆肥
化・剪定枝の炭化
・�リユース品の回収（ガラス製・陶磁器製食器
類時）　　　　・古着回収を年４回へ。

集積所の設置・維持管理は

町ではごみの減量・資源・堆肥化の推進など
地域ぐるみの循環型社会を構築し、取り組んで
います。
また、環境・清掃活動等の支援、きれいなま
ちの推進に向け「環境美化運動の日」の実施な
ど行政と町民、地域が一体となった美化清掃活
動が定着しています。

町内の（可燃）ごみ集積所（ごみス
テーション）の箇所数は？そのうち民地や道路
上の箇所数は。
また、自治会からどういった要望�や意見が
あがってきていますか。

◆61箇所で民地や道路上は38箇所です。

要望や意見
・�カラスよけネットが傷んだので交換してほし
い
・�借地のため貸主の都合により何度も場所変え
しているので苦労している
・�ごみステーションの増設や大型化の希望
・�資源物回収の立ち会いについて回収の順番を
早目にしてもらえないか、（職場に遅れてし
まうため）

問題・課題は？

◆雨ざらしが解消すれば解決できる問題
が多いのでごみステーションの設置が望まし
い。

・�雨ざらしの所は濡れて重量が重くなる

中村雅代議員

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

「ごみゼロの推進」に向けたごみの減量・分
別の取組及び地域のごみ集積所の維持管理は
原住民税務課長補佐
ごみの分別方法の周知や施設見学
など意識の醸成を図っていきたい

Q A

Q A
こんなステーションもあります。カラス対策収集庫



18 今月号から音声データをQRコードで読み取れるようになりました！

一般質問 一般質問

町の玄関口である小布施駅構内の喫茶
スペースが昨年末から空いたままの状態

で大変残念です。町は家賃を支払っているた
め、短期間の仮使用の形でもできるだけ早く有
効活用すべきと思いますが、今後の計画をお聞
きします。

まずは、観光面、農商工連携による活
用を模索していますが、幅広い活用のア

イディアについて関係者と協議しつつできるだ
け早期に有効活用が図れるよう検討を急いでま
いります。

れていますが、当町で保育所などを利用してい
ない方はどれくらいいらっしゃいますかお聞き
します。

①町では令和６年度に「子ども家庭支援
センター（仮称）を設置するため、本年

５月から定例で会議を開催し、検討を進めてい
ます。
②12月のモデル事業中間とりまとめや、年度末
３月頃の国のモデル事業の検証を踏まえ、町と
して検討を進めていきます。
③１歳から２歳の約４割が未就園、０歳児を加
えると約５割が未就園になると思います

子育てや少子化、児童虐待、いじめな
ど、子どもを取り巻く課題は非常に深刻

です。また、子どもの生活満足度は先進国の中
でとても低く、自殺率が高いという実態が明ら
かにされています。このような状況が継続して
いる今日、社会基盤の改革は急務です。
2023年に閣議決定された「こども未来戦略方
針」において「こども誰でも通園制度（仮称）」
の創設が盛り込まれました。
これは親の就労要件を問わず保育所や認定こ
ども園を時間単位で利用できる制度で、保育所
などに通っていない未就園児の親の育児負担の
軽減や孤立化を防ぐのが目的とされています。
現在、全国でモデル事業を進められ、今後は
全国展開を目指すとされています。
そこで伺います。
①こども家庭庁は、子どもの目線、子育てをし
ている人の声を大切にして地方自治体や地域団
体と連携して政策を進めるとしていますが、こ
ども家庭庁の設置後に変
化がありましたか。
②今後、モデル事業の結
果を踏まえて、本格的な
実施が始まるとされてい
ますが、当町はどのよう
な取り組みをしていく計
画かお聞きします。
③未就園のため、親が一
人で子供と向き合い続け
て疲弊したり、誰にも相
談できないため様々な問
題を抱えることが指摘さ

関　悦子議員

Q A

Q A

Q A

Q A

「こども誰でも通園制度（仮称）」
への取組は

山崎教育長

今後、検討を進めます

長野電鉄小布施駅構内の「空きス
ペース」の活用を早急に
宮崎産業振興課長

有効活用が図れるよう、検討を急
いでまいります

カーテンが閉められたままの駅構内のスペース

19今月号から音声データをQRコードで読み取れるようになりました！

一般質問 一般質問

今年４月に着任し、５月にはや、辞任
した英語を母語とするＡＬＴの後の人事

がどうなっているのでしょうかと心配です。ご
承知のように2021年から英語は国数と同じよう
に正式教科になりました。５月から飯綱、須
坂、信大附属の小・中で、１クラスにＡＬＴと
日本人教師２名入るＴＴ授業の視察をしまし
た。山形県や山ノ内小のＴＴの状況も調査しま
したが、人材不足の中で皆確保をしていて、な
ぜ小布施町だけができないのですか。文科省通
達では派遣も認めているのではないですか。そ
こまでやる計画はないのですか。

小布施中のＡＬＴを栗ガ丘小に兼務で
お願いをしました。その間に引き続き探

し、来年度予算で派遣等の費用もお願いし、保
～中までの英語教育を充実させたい。

今、中学のＡＬＴを小学校と兼業さ
せ、２名必要な授業に１名で中途半端に

なりませんか。
須坂市でもＡＬＴの数が学校数と同じ
ではありませんが、さらに環境を整えて

いきたい。
今の中学のＡＬＴは英連邦からの方
で、発音がきれいで、児童生徒への教育

効果は大です。ＡＬＴがピージンイングリシュ
は教育言語で正当とされていません。８月のＨ
ＬＡＢでも県内高校生、大学生と県外からの高
校生との英語力の差は歴然で、セミナー助手の
県内大学生のピンチヒッターさえ、担いまし
た。地域格差が拡がる前に、改善して下さい。

来年度、予算をつけてもらい、ＡＬＴ
が難しくても英語科専攻の日本人講師を

複数入れる等工夫し充実させていければと思い
ます。

けをして、修繕はどうしたのですか。
担当課で何回も訪問するも面会できま
せんでした。

水はヒトのライフラインです。県や各
自治体はＨＰで「料金滞納の際の給水停

止の手順や減免、相談機関」について周知して
います。住民に対しては差別のない公平性・職
員の給水停止処置にたずさわる担当職員の精神
的負担軽減を図る為にも小布施町においては、
透明性を求めて周知できる体制整備を早急に望
みます。厚労省から令和２年と３年付で各自治
体に出された通達書があります。水道管理者の
停水執行に至るまでの慎重で、重層的な、つま
り各課連携の対応を求めたものでここに７頁あ
ります。８月のすばらしい企画「小布施しあわ
せ会議」でもWELL-BEINGと謳いますが、それは
根本にWELL-フェアを備えた上ではないですか。
町内で水を止められる困窮している方々への実
生活に根差した対応を望みます。８月補正予算
で環境保全総務費として273万円増額可決され、
当初予算と合計で900万円、ここまで経費がか
さむ前に現場巡回や平成15年に水道メーターを
外し、停水した後当人への対応は。文化、文化
という前に行政側は社会全体を見て慈悲の心を
持ち、やることがあったのではないですか。

最終手段として水道給水停止を執行し
ていますが、停止に際しては慎重に各課

連携の対応を行っています。
今回対象となった住宅で故人となられ
たれ方への停水執行の後、近所の方々か

ら飲料水を分けてもらい、民生委員さんの姿も
みていない、「可哀そうでも個人の力ではやり
ようがない」と。人が生存する為の基本対応の
町営住宅でありながら、糞尿処理もなく、溜ま
り、家の壁も穴が開き、外から古冷蔵庫で風よ

小倉　繭議員

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

Q A

町営水道給水停止条件周知と各課
連携の支援体制は
芋川水道建設課長、他
停止は本当に最期の対応で、慎重
を期して今までも今後も対応を

栗ガ丘小のＡＬＴ不在と今後の人
材確保は

山﨑教育長
５月から不在、９月より中学校のＡＬＴに小学校へ
も行ってもらい、来年度は予算をより充実させたい

Q A


